
明快な診断結果だから、「次の一手」がわかります！

１ 日工場診断
貴社工場を調査分析し、経営戦略の課題を明確にします。

工場ごとの設備管理のあるべき姿を、クライアントと共に考え抜き実現します。

定量評価の報告書
課題と解決方法の
ご提案

改善ポテンシャル
の算定

故障件数や設備停止時間、
保全費用のベンチマーク（目
標値）を算出します。

経営戦略として取り組むべき
課題を見える化し、解決策を
提案いたします。

診断は定量的な評価に基づ
いて行うため、工場の現状
が客観的に理解できます。

「保全ラボの工場診断」    つのポイント

成果物のイメージ
①工場診断報告書

選べる４つのコース

診断料金(税別)：20万円+交通費

所在地: 東京都品川区西五反田2-9-7ドルミ五反田407

E-mail: contact@hozen-lab.co.jp

Tel: 050-5604-9815

HP: https://hozen-lab.co.jp

✓ 自社の保全水準

✓ 保全費用の業界比較

✓ 日常保全の課題分析

✓ 設備最適化のアイデア提案
✓ 保全費用の業界比較
✓ 保全費用改善のポテンシャル評価
✓ 適正予算の算定

✓ 自社の保全水準

✓ 保全費用の業界比較

✓ 保全費用改善のポテンシャル評価

✓ 経営戦略として取り組むべき課題と
解決策

✓ 設備最適化のアイデア提案
✓ 保全費用の業界比較

成果物のイメージ
②改善への提案書

A. 保全水準把握コース B.  設備コスト削減コース

C. 保全業務量評価コース D. 保全戦略コース
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みんなの保全パーソン

保全ラボ

当日の操業への支障はありません！

事前準備は必要ありません！

秘密保持契約の締結します！

工場訪問後、2週間以内に成果物をを提出します！
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【コース概要】
Aコースでは、貴社工場の経営課題を、生産要因と設備要因の視点で調査分析を行います。分析結果として、取り組むべき課
題と、収益性を改善する方策をご報告いたします。
【報告書の概要】
報告書は4部構成となっており、「診断結果の概要」「自社の保全水準」「保全費用の業界比較」「日常保全の課題分析」です。
自社の保全水準では、同等規模の工場と設備維持管理の水準を比較し、設備トラブルや品質不良のリスクを軽減する方法を
明確にします。保全費用の業界比較では、生産目標の設計に活かせる資料として、業界の平均的な費用と自社工場の費用比
較を提供します。
日常保全の課題分析では、生産を安定させて、経営目標の達成感度を高めるための維持管理活動の改善方法を模索し、報
告します。

A. 保全水準把握コース -1

報告書サンプル

1．診断結果の概要

2．自社の保全水準

■こんなことがわかる
• 現状の経営課題が、生産要因なのか設
備要因なのかがわかる

• 経営観点で、新たに取り組むべき課題が
わかる

• 専門家から見た自社工場の強みがわかる

■得られるメリット
• 現状の経営方針と、報告書と比較するこ
とで、よりよい経営方針を検討するための
材料を得られる

• 収益改善の新たな視点を得ることができる

■こんな改善につながる
• 現状の課題が明確になるため、工場内の
適正な機能配分の見直しを進めることが
できる

• 必要な管理指数がわかるため、より適正
な経営目標の設計につなげることができる

■こんなことがわかる
• 同等規模の工場と比較して、自社の保全
水準がわかる

• 保全活動の不足項目が一目でわかる
• 不足項目の改善案がわかる

■得られるメリット
• 設備の維持管理方法の見直しができる
• 維持管理活動の水準を高める計画を作
れる

• 基準や標準類の整理方法を検討するヒン
トになる

■こんな改善につながる
• 自社内の維持管理の水準を高めることで、
設備トラブルや品質不良のリスクを低減で
きる

• 設備故障の削減につなげて、生産量を増
やすことができる



• Aコースは、経営課題が明確にできていないお客様におすすめです。
• サンプルは標準的な内容のため、診断視点を変えての対応も可能

です。
• その他コースの報告書サンプルが必要な場合は、メールまたは、お問

い合わせフォームよりお気軽にご連絡ください。
• 全国どこでも出張で対応いたします。

報告書サンプル

3．保全費用の業界比較

4．日常保全の課題分析

■こんなことがわかる
• 業界の標準的な保全費用と設備投資費
用にかける割合がわかる

• 業界の平均的な保全費用と設備費用を、
自社の規模に換算した値がわかる

■得られるメリット
• 保全費用を検討するヒントになる
• 保全費用と設備投資費用の統計データ
から、業界の動向を推測できる

• 設備投資の判断基準として使用すること
ができる

■こんな改善につながる
• 生産目標や各種管理指数の精度を高め
られる

• 予算のベンチマークを設計することで、予
算管理の確度が上げることができる

■こんなことがわかる
• 設備の維持管理活動の課題がわかる
• 設備の安定化に必要な具体的な改善案
がわかる

• 業務フロー改善に必要なドキュメントがわ
かえう

• 業務負担が大きいタスクがわかる

■得られるメリット
• 業務フローの改善検討を進めることができ
る

• 省力化を検討するヒントになる

■こんな改善につながる
• 生産を安定させて、経営目標の達成確
度を高められる

• 業務フローを見直すことで、工場の生産性
を高めて、より付加価値の高い業務に時
間を費やすことができる

E-mail: contact@hozen-lab.co.jp

HP: https://hozen-lab.co.jp

工場診断、すぐにできる未来への投資です。
工場の課題でお困りのことがございましたが、お気軽お問い合わせください。

A. 保全水準把握コース -2
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